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研究成果の概要（和文）： 
日本人リンパ浮腫患者の圧迫衣に対するニーズや圧迫衣着用を阻む要因を踏まえ、日本人に
とって着脱のしやすい圧迫衣を試作し、その効果を検証した。結果、試作圧迫衣の健常者に
対する「安全性」と「ドレナージ効果」が明らかになった。 

 
研究成果の概要（英文）： 

We investigated the needs for compression garment of Japanese lymphedema patients 
and the cause of unwearing the compression garment. Subsequently, we produced a 
compression garment experimentally and verified its effectiveness. As a result, “Safety” 
and “drainage effect” of the prototype were demonstrated. 
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１．研究開始当初の背景 
リンパ浮腫セルフケアの中心は「圧迫療

法」である。患者に適したリンパ浮腫治療用
圧迫衣（以下圧迫衣と略す）の着用は、浮腫
悪化防止に確実な効果を上げる。しかし、圧
迫衣着用を継続できないケースが多々ある
現状が、「リンパ浮腫セルフケア相談」リン
パ浮腫患者会「バラの会」の活動を通じ明ら
かになってきた。 
そこで、圧迫衣着用を継続できない原因を

明確にし、装着が継続できる圧迫衣を検討・

開発したいと考えた 
 
２．研究の目的 
日本人リンパ浮腫患者の圧迫衣に対する
ニーズや圧迫衣着用を阻む要因を踏まえ、日
本人にとって着脱のしやすい圧迫衣を開発
する。 
３．研究の方法 
 日本人リンパ浮腫患者の圧迫衣に対する
ニーズや圧迫衣着用を阻む要因を調査する。 
調査結果に基づき、日本人の体形と着脱の
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しやすさに着目した圧迫衣（下肢用）を試作
する。 
 むくみやすさを自覚している女性 20人着
用してもらい、左右いずれかに圧迫衣を装着、
もう片方の下肢は圧迫をかけない状態で、ト
レッドミルによる歩行を 30分間実施。その
前後で周囲径・インピーダンスによる水分
量・体重の比較と、履き心地等について聞き
取り調査を行った。 
 
４．研究成果 
 試作圧迫衣は以下の特徴を持つ。 
 ①湿度の高い日本の気候を考慮し、通気性
の高い材質を使用。 
 ②ショートストレッチでも着脱がしやす
いように、マジックテープを活用し固定具を
工夫。 
 ③高齢者にも歩行時負担がかからないよ
う、軽量化。 
 圧迫衣を装着したままでの歩行は、やや動
かしにくさ・歩きにくさを訴える者がいたが、
装着時の痛みその他の苦痛は全くなく、着脱
もしやすいとの感想が得られた。 
 装着時着圧計を使用し足関節部分の圧を
50mmHgとし、圧勾配をつけて装着するように
指導したが、患者自身が着圧計なしで圧を調
整するには危険が伴い、逆効果になる可能性
もあるため、安全な装着に向けての工夫が必
要であると考えられた。 
 ドレナージ効果については、周囲径・体重
では歩行前後および左右において有意差は
見られなかったが、水分量については圧迫衣
を装着した下肢側歩行後に減少傾向が見ら
れた。また、圧迫衣装着側の下肢において、
水分量が増加しているケースは皆無であっ
た。さらに浮腫を強く自覚している者ほど水
分量が減少していた。 
 これらより、圧迫衣装着の「安全性」およ
び「ドレナージ効果」は、健常者においては
明らかになった。 
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